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　当社グループでは、2000年度から環境会計を導入

しています。環境省のガイドラインおよび経済産業省

の指針などを参考にしていますが、「環境負荷低減」と

「コスト削減」を両立させるためのツールとすべく、独

自の観点で数値を集計しています。 

　当社グループの環境会計についての考え方には次

の2つの特徴があります。第一は、各事業部・グループ

会社は環境予算として目標設定し、環境課題・責任を

明確にすること。第二は、環境省のガイドラインに示さ

れた「環境保全コスト」に加えて、「環境負荷コスト」

として「産廃原価（製品にならない産業廃棄物の材料

費や加工費）」や製造段階で使用するエネルギーや溶

剤、水の購入費などを、捉えていることです（データは

決算短信などでも公開しています）。 

　このようにして「環境保全コスト」を有効に使い、「環

境負荷コスト」の低減を図ることで、資源生産性の向

上によるトータルローコストを実現しています。しかし、

まだ経営指標として十分に活用できているとはいえま

せん。今後も継続して、環境会計を経営指標としてど

のように役立てるかの研究を進めます。 
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環境負荷コスト比率 

項目 2003年度予算（A） 2003年度実績（B） 差　額（B－A） 対予算比（Ｂ÷A） 

単位：百万円/年 ●当社・単体 

環 境と経 営 の 両 立を目 指し、 
環 境 会 計 の 活 用・研 究を進 めています  環境会計 
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環境負荷コスト比率 

項目 2003年度予算（A） 2003年度実績（B） 差　額（B－A） 対予算比（Ｂ÷A） 

●対象国内グループ会社 
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環境負荷コスト比率 

項目 2003年度予算（A） 2003年度実績（B） 差　額（B－A） 対予算比（Ｂ÷A） 

集計範囲　日東電工上海松江、台湾日東電工、日東電工エレクトロニクスマレーシア、日東電工マテリアルタイランド、パーマセル、ハイドロノーティクス、日東ヨーロッパ 

集計範囲　日東シンコー（株）、（株）ニトムズ、埼玉日東電工（株）、三重日東電工（株）、日東ライフテック（株） 

 

●海外グループ会社 
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ドイツで開発された環境マネジメント手法 

マテリアルフローコスト会計の普及活動に貢献 

　当社では、マテリアルフローコスト会計を一部で導入

しています。これはドイツで開発された環境マネジメント

手法です。その特徴は生産に投入されるマテリアル、エネ

ルギー、その他の製造コストを製品へのフローと廃棄物

へのフローに分け、工程単位で物量と金額の両面から把

握することです。したがって、製造の改善ポイントが明確

になり、効率的な改善施策や設備投資が可能になります。

当社はこのマテリアルフローコスト会計を他社に先駆け

導入し「エコプロダクツ展2003（12月開催）」の特別企画、

「政府パネルコーナー」にその取り組みが紹介されました。 

　また、経済産業省はマテリアルフローコスト会計を「環

境と経済の両立」に資する手法として、全国への普及を

進めており、当社はその活動に協力し、各地で開催され

たセミナー、講演会等でこの手法を用いた実例を紹介し

ています。2003年度は、上

智大学での講義（後期、週１回）

や北海道経済産業局委託「グ

リーンビジネス人材育成事業」

の講師などを担当しました。 

ガバメントリレーション部 
サステナブル・マネジメント推進部長　古川　芳邦 

T O P I C S

2003年度は環境負荷コスト比率、産廃原価比率ともに改善しました 

　当社単体では、環境負荷コスト比率（売上高に占める

環境負荷コストの割合）は15.3％（2002年度実績

17.6％）、産廃原価比率は13.8％（2002年度実績

15.6％）まで改善しました。国内グループ会社の環境

負荷コスト比率は5.3％（2002年度実績5.4％）、産

廃原価比率は5.4％（2002年度実績6.0％）と改善。

海外グループ会社の環境負荷コスト比率は8.2％（2002

年度実績10.7％）、産廃原価比率は4.5％（2002年

度実績 7.7％）と改善しました。 

2003年度の実績 
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◆対象期間 
　日東電工グループの事業年度（毎年4月1日か
ら翌年3月31日まで）とする 
◆定義 
　1）環境に関わる活動や環境への影響を、貨幣

価値（会計情報）もしくは物量（物量情報）
で評価する 

　2）環境コストは環境保全コストと環境負荷コ
ストで構成する 

　環境保全コスト　環境保全のために使用した費用 

【一般経費】 
環境保全コストのうち、廃棄物処理費・業務委
託費・人件費・設備投資（減価償却費）・Ｒ＆Ｄ＆
Ｅ費を除く経費 
（排ガス処理設備や排水処理設備などの管理
費や修繕料／ＩＳＯ14001に係る費用／廃棄
物削減や省エネルギーなどに必要な活動費／
環境情報公開や環境広告に係る費用、寄付金等） 

【廃棄物処理費】 
環境保全コストのうち、廃棄物処理やリサイク
ルに係る費用 

【業務委託費】 
環境保全のために必要な作業をグループ会社
や外部に業務委託する費用 

【人件費】 
環境保全に従事する社員の人件費 

【設備投資（減価償却費）】 
環境保全を目的とした設備（以下環境設備）の
対象期間中（事業年度中）における減価償却費
の合計 

【Ｒ＆Ｄ＆Ｅ費】 
環境保全を主要な目的とした技術開発のため
の一般経費・産廃処理費・業務委託費・人件費・
設備投資（減価償却費） 

　環境負荷コスト 環境に負荷をかけているもののコスト 

【産廃原価】 
廃棄物そのものの材料費と加工費 

【エネルギー費】 
生産工場が外部から購入する電力、燃料（重油、
ＬＰＧ、天然ガスなど）購入費の総額 

【溶剤購入費】 
外部から購入する溶剤購入費の総額 

【用水使用料】 
工業用水、上水など用水の使用料の総額 
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